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お
り
ま
の
真
北
顛

練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

℡3　9　9　3　－1111

〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6れ12－1

練
馬
区
で
は
昭
和
六
一
年
一
〇
月
施
行
の
文

化
財
保
護
条
例
に
よ
り
、
区
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
も
の
を
登
録
文
化
財
に
、
そ
の
う
ち
特
に

重
要
な
も
の
を
指
定
文
化
財
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
三
月
末
現
在
で
、
条
例
に
基
づ
く

指
定
文
化
財
は
三
〇
件
、
登
録
文
化
財
は
一
二

一
件
に
な
り
ま
し
た
。
区
で
は
広
報
紙
な
ど
を

通
じ
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
説
明
板
を

設
置
す
る
な
ど
周
知
・
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
九
・
一
〇
年
度
に
指
定
・
登
録

し
た
文
化
財
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

各
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、
所
有
者
や

近
隣
の
方
々
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
配

慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
化
財
に
よ
っ
て
は
公

開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
　
（
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
特
記
し
て
い
ま
す
）
。

平
成
一
〇
年
二
月
指
定
・
登
録
（
九
年
度
）

ネ
呵
常
永
の
帝
劇
　
二
鼻
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
豊
玉
南
二
－
一
五
　
氷
川
神
社

●
氷
川
神
社
境
内
社
の
須
賀
神
社
に
伝
わ
る
神

輿
で
す
。
総
高
一
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

境
を
除
く
最
大
幅
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

方
形
造
。
現
在
は
祭
礼
の
際
、
拝
殿
内
に
置

か
れ
る
の
み
で
す
が
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で

担
が
れ
て
い
ま
し
た
。
制
作
年
代
は
不
明
で

す
が
、
飾
り
収
納
箱
の
蓋
裏
に
「
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
発
酉
六
月
吉
日
　
中
荒
井
村

惣
村
中
」
の
墨
書
が
あ
り
、
江
戸
時
代
ま
で

遡
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
普
段
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
々
悼
七
両
大
観
音
勢
至
温
・
し
る
べ
二
基
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
中
村
三
1
〓
　
良
弁
塚

●
総
高
二
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
区
内
に

残
る
七
面
の
石
瞳
の
唯
一
の
も
の
で
す
。
七

角
形
に
造
ら
れ
た
各
面
に
は
、
真
言
系
観
音

じ
○
ん
で
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
じ
ゅ
　
　
し
ょ
う

（
准
提
・
十
一
両
・
馬
頭
・
千
手
・
聖
・
如

意
輪
）
と
勢
至
菩
薩
が
造
り
彫
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
面
の
像
の
下
に
は
年
紀
（
元
文
五

年
・
一
七
四
〇
）
や
願
主
名
な
ど
が
陰
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。
台
石
各
面
に
は
「
東
　
此
方

な
か
の
ミ
ち
　
目
ぐ
ろ
み
ち
」
　
「
西
　
此
方

た
可
い
ど
　
大
山
ミ
ち
L
　
「
南
　
武
刀
豊
丘
嶋

郡
　
中
村
里
」
　
「
北
　
此
方
ね
り
ま
　
川
口

ミ
ち
」
と
陰
刻
さ
れ
道
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

元
は
現
在
地
よ
り
も
数
十
メ
ー
ト
ル
東
方
に

建
て
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
路
上
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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木
奇
碇
の
寒
鎖
感
　
二
見
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
早
宮
二
1
二
六
－
一
一
本
寿
院

●
縦
五
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
構
一
〇
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
総
高
八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

本
体
と
台
部
か
ら
成
る
棒
製
の
賽
銭
箱
で
、

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
銘
文
か
ら
本

寿
院
の
旧
所
在
地
で
あ
る
板
橋
宿
平
尾
の
信

者
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
奉
納
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
側
板
は
交
互
に

切
り
込
み
を
入
れ
て
組
み
合
わ
せ
る
地
獄
楠

で
、
し
か
も
組
手
の
部
分
が
四
隅
に
突
出
し

た
し
ゃ
れ
た
意
匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
に
登
録
・
指
定
さ
れ
る
ま
で

文
化
財
の
指
定
・
登
録
に
あ
た
っ
て
、
教
育

委
員
会
が
調
査
を
行
い
、
学
識
経
験
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
文
化
財
保
護
審
議
会
に
指

定
・
登
録
の
諮
問
を
し
ま
す
。
審
議
会
で
は
、

調
査
・
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
教
育
委
員
会
に

答
申
し
ま
す
。
答
申
後
、
文
化
財
の
所
有
者
等

の
同
意
を
得
て
、
教
育
委
員
会
は
指
定
・
登
録

文
化
財
を
決
定
し
、
告
示
し
ま
す
。
な
お
、
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
は
現
在
、
次
の
八
名
の

方
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
（
◎
は
会
長
、
○
は
副

会
長
、
カ
ッ
コ
内
は
専
門
分
野
と
現
職
等
）
。

◎
品
田
　
穣
（
生
態
学
、
元
文
化
庁
主
任
調

査
官
）

○
福
田
ア
ジ
オ
（
民
俗
学
、
神
奈
川
大
学
教

授
）

玉
口
時
雄
（
考
古
学
、
元
東
洋
大
学
教
授
）

浅
井
潤
子
（
歴
史
学
、
神
奈
川
大
学
大
学
院

講
師
）

松
下
正
己
（
地
域
史
、
早
稲
田
実
業
学
校
評

議
員
）

山
崎
　
弘
（
建
築
史
、
工
学
院
大
学
教
授
）

柴
辻
俊
六
（
歴
史
学
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

員
・
講
師
）

武
田
光
一
（
美
術
史
、
新
潟
大
学
教
授
）

文
化
財
保
護
推
進
員
の
活
動
に
ご
協
力
を

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和

六
三
年
に
文
化
財
保
護
推
進
員
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
推
進
員
に
は
区
の
文
化
財
に
対
し
て
識

見
を
有
す
る
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
第
六
期

日
の
現
在
は
下
記
の
一
二
名
の
方
に
委
嘱
し
ま

し
た
。
推
進
員
は
一
二
に
分
け
た
区
内
の
各
地
域
を

担
当
し
、
担
当
地
区
を
随
時
巡
回
し
、
文
化
財

の
所
在
や
保
存
状
況
を
調
査
し
ま
す
。
文
化
財

の
所
有
者
や
関
係
者
の
方
々
に
声
を
か
け
、
文

化
財
の
大
切
さ
を
訴
え
、
時
に
は
文
化
財
保
護

に
関
し
て
助
言
す
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
実

施
す
る
文
化
財
関
連
事
業
に
協
力
し
、
文
化
財

保
護
の
考
え
方
を
普
及
・
啓
発
す
る
役
目
も

担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
推
進
員
の
活
動
は
、
年
四
回
開

か
れ
る
推
進
員
会
で
教
育
委
員
会
事
務
局
に
報

告
さ
れ
ま
す
。
こ
の
報
告
に
よ
り
教
育
委
員
会

事
務
局
で
は
文
化
財
の
移
動
や
保
存
の
状
況
を

把
握
し
、
適
切
な
対
応
を
と
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
推
進
員
の
活
動
は
、
区
が
き
め

細
か
い
文
化
財
保
護
行
政
を
進
め
る
た
め
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
な

文
化
財
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
推
進
員
の

活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜
推
進
員
と
担
当
地
域
一
畳
∨
　
敬
称
略

①
徳
川

③
工
藤

⑤
岩
崎

⑦
蟻
川

⑨
槍
山

⑪
荒
井

連
子
昌
利
美
智
子

葉
子
月
子
道
子

②
鈴
木
　
曹
元

④
中
村
　
理
行

⑥
瓜
生

⑧
長
坂

⑲
石
井

⑫
井
口

2
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草
や
才
の
鼓
壷
　
二
∇
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
高
野
台
三
－
一
〇
　
長
命
寺

●
銅
製
で
、
総
高
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

口
径
六
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縁
厚
六
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
池
の
間
に
陰
刻
が
あ
り
、

銘
文
に
よ
れ
ば
作
者
は
武
州
下
足
立
小
川
口

村
の
矢
沢
次
郎
右
衛
門
吉
重
で
、
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
　
の
制
作
で
す
。
区
内
の
梵
鐘

の
中
で
は
最
古
の
銘
を
有
し
、
鐘
身
は
細
く
、

形
状
は
江
戸
時
代
初
期
の
特
色
を
示
し
ま
す
。

三
宝
才
の
梵
俊
　
二
∇
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
五
　
三
宝
寺

●
銅
製
で
、
総
高
一
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

口
径
八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縁
厚
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
池
の
間
に
陰
刻
が
あ

り
、
銘
に
よ
れ
ば
、
延
宝
三
年
（
一
六
七

五
）
　
に
江
戸
の
椎
名
伊
毀
守
吉
寛
に
よ
り
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
七
一
名
の
寄
進
者
の
名
前

な
ど
も
刻
ま
れ
て
お
り
、
信
仰
の
広
が
り
が

窺
え
る
金
石
文
と
し
て
の
価
値
も
あ
り
ま
す
。

少
商
才
の
梵
俊
　
二
ヴ
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
南
大
泉
五
⊥
ハ
　
妙
福
寺

●
銅
製
で
、
給
高
一
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

口
径
七
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縁
厚
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
池
の
間
に
陰
刻
が
あ
り
、

法
華
を
信
じ
な
い
者
の
施
し
を
受
け
ず
、
ま

た
施
さ
な
い
主
義
の
不
受
不
施
派
に
関
連
す

る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
銘
に
よ
れ
ば
作
者
は

江
戸
の
田
中
大
和
守
藤
原
重
正
で
、
寛
文
四

年
（
一
六
六
四
）
　
に
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
鐘
を

鋳
直
し
た
も
の
と
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
福
寺

の
歴
史
を
示
す
金
石
文
と
し
て
の
価
値
も
あ

り
ま
す
。

み
上
う
そ
う
そ
う
ふ
　
　
ぼ
く
せ
き

胡
史
春
着
の
墨
藤
　
（
一
晦
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
桜
台
六
1
二
〇
1
一
九
　
広
徳
寺

●
掛
幅
、
縦
五
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
榛

五
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
本
墨
書
。

明
里
宗
普
（
一
五
一
六
～
一
五
九
〇
）
は
、

大
徳
寺
〓
三
世
、
早
雲
寺
五
世
で
、
一
六

世
紀
の
終
わ
り
に
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗
広
徳

寺
の
開
山
で
あ
る
。
墨
跡
は
天
正
一
八
（
一

五
九
〇
）
に
明
曳
宗
晋
が
亡
く
な
る
際
、
書

か
れ
た
遺
偏
で
す
。
京
都
の
大
徳
寺
に
伝
わ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
二
年
に
広
徳
寺

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

鞄盗巌申二山間仁一h

3
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練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

＜
有
形
文
化
財
＞

6 5 4 3 2 フ℃ 裡

鶴 氷 旦五 下 下 尾 妙 春 長 服 ．大 中 町 北 南 小

名

称

の 川 島 練 練 崎 福 ＝ 命 部 八 里 田 条 蔵 島
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戸日
文 康 鐘 文
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E‡ヨ 納 ′±bf∃∃ 大 出 重E∃ 土 王 奉 士 室戸 印 楼 妻日士
塚
の
石
焼
籠

士
塚
山
道
道
標

土
l：コロロ

の
士軍
形
土
器

門 納
の
仁
王
像

塚 判
状
門
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金　　 絶 新　 様　 相 尾　　 旧　　 春　 妙　 加 長 鳥 伊 町 氷　 閤 角　 氷 棲 氷　 雨 小 妙　 牛　 双 道 石　 雲∴脹 北　 三　 長
名

称

所

綱　　 文 井　 山　 原 張　　 震　　 日　福　 藤　 命 居　 賀　 田　 川　 魔 手i 川　 本　 川　 蔵 島　 福 若　 蝶　 し　 憶　 島 部 条　 宝　 命
製　　 時　 豪　 豪　 家 殿　　 災　　 町 寺　 家 寺 素：家 神 ・ 型　 相　 姦　 神　 院 豪 寺 丸　 　々 る　 七 氏 半 氏　 寺　 寺
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l 1 圃 2　　 1 町　 5
18 27 町 ～　　 1 5 】 27
阿 天 2 4　　　 7 1 12 受
弥 祖 l 丁　　 都 12　　 用
陀 神 2 目　　 立　　 練 院

宝 姓 大 他　　 城　 練 馬　 菱

墓 泉 北　 馬　 区 地
地

千

中 中　 区
島 車 乗　 央　　　　 池

公 京　 京　 公　　　　 水
里

家

囲 都 都 温　　　　 豪

＜
天
然
記
念
物
＞

※
　
「
長
享
二
年
の
申
待
板
碑
」
　
は
有
形
文
化
財
で
登
録
さ
れ
た
が
　
（
旧
登
録
番
号

有
形
－
4
）
、
平
成
8
年
度
に
種
別
変
更
。

＜
無
形
民
俗
文
化
財
＞

10 6 3 元 63 年生

天 天 天　　 天 天　　 天 天 登

l 】 1　　　 1 【　　　 t l ■
7 6 5　　　 4 3　　　 2 1 番

光 練 内　　 八 カ　　 井 大　 横
■ち■

名伝
寺

馬
棄
田　 の
′‾▲，　 ズ

夕　 喪
ク　 の

ケ 鳥
十 日

の 小 薮　 並
の　 の

リ　　　 ヤ キ　 山 称

所

コ 学 置　　 湧 群　　 ナ 神

ウ 校 敷　　 き 諮 ギ

五 大 内 乗

ネ土
ヤ

マ
キ

氷

の

フ
ジ

練 春

林 水

早 森 乗

の

練

川 馬　 日 宮　　 大 十　 泉　　 大 馬

J口ヽ 区　 町 3　 白　 兵 嵐 1 練　 泉 4
3 数 1 】 石　 2 和 1 馬　 7 F 在

1 育 l
朱

4 1 悦 l 男　 6　区 】 2 地

24
光
資 30
最 強

内 市 2 7

田　 八

清　 3 4
水　 大

白
山
所

伝 全 馬 市　　 の 山　　 泉 神 有
寺 棄 五　　 釜 憩　　 井 ネ土 者

小 郎　　 憩 い　　 頭
学 い の　　 公
校 の 東　　 園

（
平
成
二
年
三
月
三
一
日
現
在
）
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骨
士
瀦
巡
布
装
束
（
五
息
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
町
五
－
一
二

郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
越
後
山
地
域
（
大
泉
町
の
一
部
）
の
丸
吉
講

系
の
富
士
講
で
あ
る
越
後
山
太
々
講
の
巡
拝

装
束
で
、
行
衣
、
腹
掛
、
鉢
巻
き
、
手
拭
い
、

脚
半
（
対
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
残
っ
て

い
ま
す
。
行
衣
は
襟
に
「
越
後
山
太
々
話
し

と
記
さ
れ
、
背
に
講
印
と
富
士
登
山
記
念
の

朱
印
が
あ
り
ま
す
。
背
に
縫
い
つ
け
て
あ
る

白
生
地
に
は
先
達
者
名
、
御
師
名
、
「
大
正

十
年
（
一
九
二
一
）
八
月
十
九
日
」
の
年
紀

が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
常
時
展
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
『
練
馬
の
民

具
目
録
3
運
輸
・
交
易
・
社
会
生
活
等
編
』

に
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
一
月
指
定
・
登
専
二
〇
年
度
）

鯛
虜
・
十
五
線
と
櫨
孝
怪（
十
二
鼻
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
大
泉
町
六
－
二
四
　
教
学
院

●
閣
魔
大
王
像
と
十
王
像
は
、
石
造
り
の
丸
彫

坐
像
で
、
境
内
の
鐘
楼
脇
に
あ
り
ま
す
。
閣

魔
大
王
像
は
、
像
高
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
石
に
載
っ

て
い
ま
す
。
十
王
像
は
、
像
高
四
八
～
五
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
高
さ
二
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
台
石
に
載
っ
て
い
ま
す
。
十
王
像

は
切
損
し
た
頭
部
が
接
合
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

元
の
と
お
り
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

檀
撃
瞳
は
、
頑
高
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

総
高
九
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
現
在
、
庫
裏

の
玄
関
前
に
あ
り
ま
す
か
、
本
来
は
閣
魔
・

十
王
像
と
一
組
の
も
の
で
す
。
石
造
り
で
、

竿
状
の
蓮
台
上
に
柔
和
な
女
相
と
憤
怒
の
男

相
の
二
頑
が
彫
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
檀
警

棒
は
、
人
頭
杖
と
も
い
わ
れ
、
閣
魔
大
王
が
、

善
悪
の
二
業
を
察
知
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

各
像
の
背
と
檀
撃
瞳
の
蓮
台
前
に
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
、
橋
戸
村
庄
氏
浄
信
の
銘
が

あ
り
ま
す
。
旧
橋
戸
村
に
古
く
か
ら
居
住
す

る
庄
氏
に
関
わ
る
遣
物
で
あ
る
と
と
も
に
、

造
り
彫
り
の
東
部
や
竿
状
の
蓮
台
か
ら
成
る

石
造
の
檀
撃
唾
ま
で
備
わ
っ
た
通
例
は
少
な

く
、
特
異
な
石
塔
で
す
。

行　　衣

脚　　半

6
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チ
再
現
史
書
　
（
二
九
七
息
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
六
－
三
一

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
千
川
上
水
の
閑
さ
く
、
管
理
に
関
わ
っ
た
千

川
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
元
禄
九
年
（
一
六
九

六
）
か
ら
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
ま
で

の
文
書
、
記
録
、
絵
図
類
。
千
川
上
水
に
関

わ
る
文
書
が
系
統
的
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特

に
千
川
家
か
ら
諸
所
へ
の
上
申
書
や
各
種
の

公
文
書
な
ど
を
書
き
写
し
た
御
用
留
は
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
か
ら
明
治
一
六
年
（
一

八
八
三
）
ま
で
残
り
、
上
水
の
歴
史
を
よ
く

伝
え
ま
す
。
ま
た
絵
図
は
区
内
ば
か
り
か
、

江
戸
府
内
の
配
水
の
様
子
な
ど
も
伝
え
ま
す
。

●
閲
覧
は
郷
土
資
料
室
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ

＼

　

0

－
∨

千川用水一件（御用留）

丸
山
束
遺
跡
出
土
の
本
盟
晶〓
ハ
九
点
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
町
五
－
一
二

郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
東
京
外
か
く
環
状
道
路
建
設
に
先
立
っ
て
発

掘
調
査
を
行
っ
た
外
か
ん
道
路
関
連
遺
跡
の

丸
山
東
遺
跡
（
大
泉
三
丁
目
）
出
土
の
木
製

品
で
、
弥
生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
鋤
・
鍬
な
ど
の
農

耕
具
、
く
り
物
な
ど
の
生
活
用
具
、
梯
子
・

扉
な
ど
の
建
築
部
材
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

特
に
梯
子
の
内
一
挺
は
幅
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
の
完
形
品
で
、

一
本
の
丸
太
か
ら
足
掛
け
を
彫
り
だ
し
た
段

梯
子
で
貴
重
な
も
の
で
す
。

○
常
時
展
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
区
内
各
図
書

館
で
『
東
京
外
か
く
環
状
道
路
練
馬
地
区
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
・
第
6
分
冊
　
練
馬
区

丸
山
東
追
跡
皿
』
　
（
報
告
書
）
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

樟
艮
費
判
（
九
二
息
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
町
五
－
一
二

郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
主
に
農
具
な
ど
の
棒
柄
を
製
作
、
修
理
す
る

棒
屋
に
関
わ
る
資
料
で
、
区
登
録
無
形
文
化

財
「
棒
柄
の
製
作
技
術
」
保
持
者
、
井
口
平

蔵
氏
（
平
成
七
年
死
去
に
伴
い
登
録
解
除
）

が
使
用
し
て
い
た
も
の
で
す
。
井
口
氏
は
明

治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
　
に
生
ま
れ
、
昭
和

一
三
年
（
一
九
三
八
）
　
に
井
口
棒
屋
を
興
し

ま
し
た
。
「
関
東
信
越
樫
製
品
工
業
組
合
し

看
板
な
ど
の
営
業
関
係
資
料
、
手
斧
、
鋸
、

飽
、
尺
、
錐
、
整
、
小
刀
、
目
打
ち
、
コ
ン

パ
ス
な
ど
の
道
具
、
く
る
り
棒
、
風
呂
鍬
の

台
、
滑
車
な
ど
の
木
型
、
棒
柄
、
へ
ら
な
ど

の
製
品
が
あ
り
ま
す
。

●
常
時
展
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
『
練
馬
の
民

具
目
録
3
運
輸
二
父
易
・
社
会
生
活
等
編
』

に
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

片手手斧

竹下新田付近の絵図

棒サイズゲージ

－7



第44号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年（1999）8月

北
町
の
仁
王
俊
　
二
対
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
北
町
二
－
三
八
　
北
町
観
音
堂

●
北
町
観
音
堂
の
本
尊
、
天
和
二
年
（
一
六
八

二
）
造
立
の
北
町
聖
観
音
座
像
（
区
指
定
有

形
民
俗
文
化
財
）
前
の
仁
王
門
に
配
置
さ
れ

て
い
る
、
阿
畔
形
一
対
の
丸
彫
立
像
仁
王
石

造
で
す
。
向
か
っ
て
石
像
は
阿
形
像
で
、
総

高
一
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
像
高
二
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
向
か
っ
て
左
像
は
畔
形

像
で
、
総
高
一
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
像

高
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
両
像
の

背
面
に
「
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
　
三
月

七
日
　
奉
立
之
施
主
光
岳
宗
智
　
生
国
武
晶

八
王
子
　
年
三
五
」
と
銘
が
あ
り
、
制
作
年

月
日
と
造
立
の
施
主
が
判
明
し
ま
す
。

人
格
常
永
の
本
殿
二
枚
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
中
村
南
三
－
二
－
一
八
幡
神
社

●
一
間
社
、
流
造
、
こ
け
ら
茸
。
覆
屋
に
納
ま

る
小
南
で
す
。
外
面
に
は
赤
く
塗
彩
さ
れ
て

い
た
痕
跡
が
残
り
ま
す
。
構
造
方
式
や
細
部

意
匠
な
ど
か
ら
十
七
世
紀
頃
の
建
築
と
推
定

さ
れ
、
区
内
で
は
古
い
部
類
の
建
築
で
す
。

●
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

向かって左像　　　　向かって右像

長
谷
河
東
史
書
　
（
一
宿
）

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
春
日
町
三
－
二
九

長
谷
川
恒
範
氏
宅

●
長
谷
川
家
は
江
戸
時
代
に
上
練
馬
村
の
名
主

を
、
明
治
以
降
は
上
練
馬
村
の
副
戸
長
を
勤

め
た
家
柄
で
、
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）

の
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
期
か
ら
昭
和

戦
前
期
ま
で
約
三
〇
〇
〇
点
の
文
書
、
記
録

類
が
現
存
し
ま
す
。
江
戸
初
期
の
上
練
馬
村

の
様
相
を
伝
え
る
寛
永
一
六
年
「
武
州
豊
島

郡
上
練
馬
村
屋
敷
御
検
地
水
帳
」
八
冊
な
ど

土
地
関
係
文
書
の
他
は
、
江
戸
中
期
以
降
の

名
主
、
明
治
以
降
の
副
戸
長
勤
務
に
関
わ
る

文
書
類
が
良
く
残
り
、
上
練
馬
村
の
歴
史
を

伝
え
ま
す
。

●
個
人
所
有
の
た
め
見
学
で
き
ま
せ
ん
。
『
練

馬
区
歴
史
編
』
に
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
の
上
練

馬
村
明
細
帳
が
∧
点
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸
荏
与
の
コ
ク
ヤ
マ
キ
二
林
）

登
録
天
然
記
念
物

●
所
在
地
　
氷
川
台
三
－
二
四
　
光
伝
寺

●
区
内
で
は
最
大
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
。
本
堂
前
に

成
育
し
て
お
り
、
高
さ
は
一
四
メ
ー
ト
ル
、

目
通
り
幹
囲
二
・
四
メ
ー
ト
ル
で
す
。
数
百

年
の
樹
齢
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
空
洞
な
ど

腐
食
も
少
な
く
、
全
体
的
に
成
育
は
良
好
で

樹
勢
も
盛
ん
で
す
。
主
幹
が
真
っ
直
ぐ
に
伸

び
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
典
型
で
あ
る
釣
鐘
状
の
樹

形
を
成
し
て
い
ま
す
。

寛永16年の検地帳

尼勾


